





























である。本論文の記述は、ミクロネシア連邦（the Federated States of Micronesia）・ポーンペ
イ（Pohnpei）社会において筆者が 2009年から 2012年までに断続的に計 25ヶ月間おこなっ
た現地調査にもとづく。 




































































は、今日では「慣習の側」（pali en tiahk）と「政府の側」（pali en government）と呼ばれるよ












































































































































 第 9 章「結論」では、民族誌部分の記述と分析をもとに、ポスト植民地期ポーンペイ社
会において階層秩序がいかに維持・創出されるのかを議論しつつ、対面的相互行為から今
7 
 
日的な階層秩序の存立を捉える本研究の試みが既往研究に対して与える理論的貢献や示唆
について論じた。本論文の議論を総括し、得られた結論をまとめると以下の 3点になる。 
 
1）対面的相互行為としてのポーンペイ社会の首長制の実践は、（ポーンペイ社会によって
客体化された）「慣習の側」という自明の領域にあらかじめ存在するとは言えない。首長
制にもとづく階層秩序は、諸場面に特有な諸要素の「あふれ出し」とそれを変換して「括
弧入れ」する技法により相互行為のフレームが変容（あるいは緊張）することを通して、
維持・創出される。 
2）「慣習の側」と「政府の側」それぞれの相互行為を支えるフレームが互いに関係しなが
ら変容することへの注目は、（現地社会による客体化の次元には還元できない）両者の複
雑な関係を捉えることを可能にする。ポスト植民地期における首長制と近代国家体制の
関係をめぐる制度分析は、様々な行為者の間で互いの関係が絶えず調整される過程をフ
レームの変容という観点から説明可能な対面的相互行為論によって補完されるべきであ
る。 
3）称号の呼び上げなどを通して、異質な地位や配慮という要素の「あふれ出し」を位階称
号に即して変換することで「括弧入れ」するという技法は、その場の多様な行為者の存
在に配慮したより善い判断を含むという点において、ポーンペイ社会に特有な承認の技
法である。諸要素の関係性という視点を埋め込んだ対面的相互行為論は、個別的な対面
状況のなかで、フレームの「あふれ出し」と「括弧入れ」を通して、いかに排除を包摂
し、相互行為承認が達成されるのかという課題に開かれている。対面的相互行為からみ
る階層秩序の研究は、相互行為の外部に「括弧入れ」されていたはずの個別的な差異や
関係性と状況ごとに結びついたり切り離されたりする過程を捉えることによって、新た
な人物評価の可能性を孕みながら動的に秩序が組織される様相を明らかにするのである。 
